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光
圀
一
行

飯
高
を
歩
く

　

水
戸
黄
門
と
し
て
知
ら
れ

る
水
戸
藩
第
二
代
藩
主
徳
川

光
圀
は
、
１
７
０
０
（
元
禄

13
）
年
に
73
歳
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
お
よ
そ

50
年
後
に
は
黄
門
の
漫
遊
逸

話
集
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
ま

す
。

　

１
６
９
５
（
元
禄
８
）
年

１
月
、
江
戸
の
水
戸
藩
邸
か

ら
８
日
間
か
け
西
山
荘
（
茨

城
県
常
陸
太
田
市
）
へ
帰
る

際
に
、
下
総
国
の
諸
社
寺
を

参
詣
し
ま
し
た
。
当
時
光
圀

は
藩
主
を
退
い
て
い
ま
し
た

が
、
一
行
は
同
月
16
日
に
江

戸
を
出
発
、
３
日
目
の
19
日

は
中
村
（
現
・
多
古
町
）
に

宿
泊
し
、
翌
20
日
に
飯
高
寺
、

妙
福
寺
、
飯
高
妙
見
宮
（
飯

高
神
社
）
に
立
ち
寄
り
、
同

日
夜
は
太
田
村（
現
・
旭
市
）

に
泊
ま
り
ま
し
た
。

　
『
旭
市
史
』
に
よ
る
と
、

一
行
の
総
勢
は
３
３
４
人
。

随
行
者
は
側そ

ば

用よ
う

人に
ん

、
食
事

に
関
す
る
賄

ま
か
な
い
に
ん人
と

庖ほ
う
ち
ょ
う
に
ん

丁
人
、
医
師
、

馬
５
匹
を
管
理
す

る
馬
屋
衆
、
か
ご

を
担
ぐ
籠
衆
、
飛

脚
な
ど
で
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
太
田

村
と
成
田
村
（
現
・

旭
市
）
の
農
家
に

分
宿
し
、
近
隣
11

カ
村
も
道
案
内
な

ど
手
助
け
を
し
ま

し
た
。

　

一
行
の
宿
泊
地

太
田
村
で
は
数
日

前
か
ら
農
家
で
火

を
使
う
こ
と
に
制

限
が
あ
っ
た
り
、
子
ど
も
を

外
で
遊
ば
せ
な
か
っ
た
り
な

ど
厳
し
い
態
勢
が
と
ら
れ
た

な
ど
の
言
い
伝
え
を
聞
き
ま

し
た
。

　

飯
高
村
で
は
、
飯
高
妙
見

宮
と
妙
福
寺
へ
の
新
た
な
参

道
２
本
を
新
設
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
の
１
本
は
現
在
も

池
田
堤
と
し
て
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
鳥
居
か
ら
妙

見
宮
へ
の
１
５
０
数
段
あ
る

石
段
も
こ
の
時
に
造
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
大
工
事
は
飯
高
村

だ
け
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
多

く
の
近
隣
村
か
ら
援
助
や
協

力
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

光
圀
没
後
１
０
０
年
ほ
ど

し
た
１
８
０
３
（
享
和
３
）

年
に
飯
高
寺
か
ら
水
戸
藩
邸

に
提
出
し
た
記
録
に
、
光
圀

は
元
禄
８
年
の
参
詣
後
２
度

訪
れ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
当

時
は
体
調
が
思
わ
し
く
な
か

っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

飯
高
寺
周
辺
に
は
黄
門
桜

な
ど
ゆ
か
り
の
史
跡
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
73
・
０
０
８
０

飯
高
神
社
の
階
段

　

市
議
会
12
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
議
会

運
営
委
員
会
・
各
常
任
委
員
会
な
ど
の
議

会
人
事
は
次
の
通
り
で
す
。

※
敬
称
略
。
令
和
３
年
12
月
３
日
就
任
・

選
出
（
石
田
勝
一
氏
は
元
年
９
月
６
日
議

長
就
任
）。

議
長
・
副
議
長

議
長
…
石
田
勝
一

副
議
長
…
平
山
政
利

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
…
山
﨑
等

副
委
員
長
…
行
木
光
一

委
員
…
田
村
明
美
、
苅
谷
進
一
、
栗
田
剛

一
、
武
田
光
由
、
林
明
敏
、
都
祭
広
一

常
任
委
員
会

◆
総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
…
宮
内
康
幸

副
委
員
長
…
平
山
政
利

委
員
…
苅
谷
進
一
、
浅
野
勝
義
、

林
明
敏
、
石
田
勝
一

◆
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
…
椿
日
出
男

副
委
員
長
…
田
村
明
美

委
員
…
石
田
加
代
、
行
木
光
一
、
山
﨑
等
、

都
祭
広
一

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
…
増
田
正
義

副
委
員
長
…
武
田
光
由

委
員
…
佐
藤
悟
、
栗
田
剛
一
、
小
川
博
之

（
欠
員
１
人
）

◆
予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長
…
都
祭
広
一

副
委
員
長
…
田
村
明
美

委
員
…
正
副
委
員
長
を
除
く
他
の
議
員

問
市
議
会
事
務
局
☎
73
・
０
０
９
９

　

市
議
会
12
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
山
政
利
氏
が
副
議
長
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
と
各
常
任
委
員
会
の

所
属
議
員
の
改
選
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
12
月
定
例
会

議
会
人
事
が
決
定
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宛
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班　

〒
２
８
９
―
２
１
９
８　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

宛
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班　

〒
２
８
９
―
２
１
９
８　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

　
　
　

☎

　
　
　

☎
7373
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
7272
・
１
１
１
４

・
１
１
１
４

力
作
募
集
中

ご存知ですか、マイ本棚
　図書館ホームページから「マイ本
棚」をご利用できます。これは、図書
館が所蔵している本で読みたい本や読
み終わった本を、ホームページ上の自
分専用“本棚”に登録できる機能です。
　利用には、八日市場図書館のカウン
ターでパスワードの登録（中学生以上
が登録可）が必要です。図書情報も確
認できますので、読んだ本を何度でも
思い返すことができます。

資料の予約・リクエスト
　図書館カードを持っている人は、10 
冊まで資料を予約できます。

　また、所蔵のない資料は、３冊まで
リクエストを受け付けます。リクエス
トのあった資料は、購入または他の図
書館から借り受けとなります。予約・
リクエストカードに記入の上、図書館
カウンターまでお持ちください。
※要望に応えられない場合もあります。

夜間開館の再開
　八日市場図書館で夜間開館（貸し出
し、返却、閲覧のみ）を再開しました。
夜間開館…火～土（祝日除く）21時まで

詳しくはこちら
https://www.library.sosa.chiba.jp

『北条義時　小説集』
海音寺潮五郎、高橋直樹、近松秋江、

岡本綺堂、永井路子／著　作品社

　たった１枚の肖像画さえ存在しない
“顔のない権力者”北条義時。謎に包
まれた鎌倉幕府二代執権の姿と彼の生
きた動乱の時代を描いた、歴史小説ア
ンソロジーです。

『図説鎌倉北条氏
 鎌倉幕府を主導した一族の全歴史』

野口実／編著　戎光祥出版

　北条氏の歴史、一門各家の特性や
個々の人物像など、図版を用いて解説
します。鎌倉幕府を主導した北条氏を
知ることのできる１冊です。

●休館日…年始４日まで、毎週月曜日、11日（火）

図書館だより問八日市場図書館☎73－3746（17時まで） おすすめの本

短
　

歌 

依
知
川 

雅
一 

推
薦　

古
希
と
な
り
目
の
衰
え
に
戸
惑
い
て

　

賀
状
仕
舞
い
を
書
き
添
え
て
お
く 

伊
藤　

英
子

愛
息
の
行
く
末
案
じ
妻
の
逝
く

　

今
日
は
良
き
日
祝
い
船 

伊
橋　

勝
利

娘こ

が
逝
き
て
子
猫
授
か
る
縁
あ
り
て

　

胸
に
抱
け
ば
楽
し
か
ら
ず
や 
内
藤
喜
代
美

師
走
入
り
花
芽
脹ふ

く

ら
む
シ
ン
ピ
ジ
ュ
ー
ム

　

今
日
を
限
り
と
部
屋
に
取
り
込
む 

鈴
木　

知
子

山
茶
花
の
散
り
た
る
道
を
歩
み
た
り

　

赤
き
花
び
ら
仕
舞
い
の
輝
き 

古
谷
由
美
子

想
い
出
す
母
の
笑
顔
に
励
ま
さ
れ

　

母
の
歩
め
ぬ
齢

よ
わ
い

歩
め
り 

木
下　

昌
子

別
れ
の
日「
ひ
と
日
、
ひ
と
日
」が
迫
り
来
て

　

脈
取
る
指
に
亡つ

夫ま

の
温
も
り 

鈴
木　

和
子

 

川
口 

城
司 

推
薦　

わ
れ
の
手
の
届
く
高
さ
に
し
つ
ら
へ
し

　

柚
子
は
今
年
も
豊
か
に
実
る 

稲
葉　

雪
子

西
山
に
鳥
か
獣
か
末
魔
断
つ

　

如
き
絶
叫
火
を
点
す
頃 

石
田　
　

治

俳
　

句 

髙
安 

せ
い
子 

推
薦　

石
垣
を
音
な
く
積
む
や
鵙
日
和 

大
川　

宜
子

戸
の
隙
に
赤
き
入
日
や
鵙
の
声 

椎
名　

晴
江

碧
空
や
鵙
の
一
声
泌
み
わ
た
る 

光
瀨
甲
江
子

冬
耕
の
時
折
眺
む
四
方
の
山 

岩
井　

や
す

枯
葉
の
音
幽
か
に
寂
聴
逝
き
た
ま
ふ 

椿　
　

和
枝

冬
耕
や
背
の
逞
し
ト
ラ
ク
タ
ー 

安
藤　

建
子

冬
耕
や
友
の
手
伝
い
鍬
を
持
つ 

佐
々
木
ゆ
き
子

 

川
口 

城
司 

推
薦　

乾
し
ワ
ラ
を
束
ね
る
谷
津
田
午
後
三
時 

石
田　
　

健

散
歩
道
ど
こ
迄
行
っ
て
も
冬
日
か
な 

須
貝　

玉
枝

鬼
胡
桃
利
根
を
流
れ
て
九
十
九
里 

春
日　

政
彦

川
　

柳 

勝
又 

康
之 

推
薦　

お
正
月
爺
婆
ニ
ヤ
リ
孫
迎
え 

土
屋　

秀
雄

門
松
は
婆
も
飾
れ
る
紙
二
枚 

佐
久
間
美
智
子

人
の
波
ス
マ
ホ
動
画
で
初
日
の
出 

江
波
戸
京
子

風
情
あ
る
正
月
行
事
懐
か
し
む 

岡
田
け
い
子

オ
ミ
ク
ロ
ン
家
で
済
ま
せ
る
初
詣
で 

中
村　

九

新
年
に
叶
え
た
い
夢
ト
ラ

4

4

イ
す
る 

安
藤　

幸
恵

元
旦
に
禁
煙
誓
う
愛
煙
家 
宮
崎　

賢
一

　

 

川
口 

城
司 
推
薦　

あ
あ
い
や
だ
無
言
で
食
べ
る
食
事
会 

須
貝　

玉
泉

自
慢
か
な
財
布
の
厚
み
は
診
察
券 

熱
田
真
こ
と

文
芸
コ
ー
ナ
ー
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